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大学教育の 立場 か ら ：大学ユ ニ バ ー サル 化時代の 接続問題

荒 井 克 弘 （東 北 大 学）

1 ．大学入試問題か ら接続問題 へ

　接続問題 は、学校シ ス テ ム に構造的な変化が

生 じた ときにきまっ て登場する問題 の ひ とつ で

あ る。前回は 1980 年代の は じめ、学習指導要

領に大幅な改訂 が加 えられた ときに、高校の教

育課程の多様化が大学教育に どの ような影響を

及ぼすか、当時の 社会的、教育的な関心 を集め

た。今回も、 学習指導要領の改訂が接続問題 を

浮上 させ る引き金の ひ とつ とな っ た 。 2006年問

題の 騒ぎも、2003 年か ら新 しく導入され る教育

課程の 最初の 卒業生が こ の年次に大学進学する、

そ の 危機感を表明 した もの で あ る。しか し、今

回 の接続問題は従来より少 し大きな要因を孕 ん

で い る よ うに み える。それは大学短大進学の ユ

ニ バ ーサ ル化、大学収容力の 過剰 、 受験競争の

緩和、学力選抜の後退、とい う漣 の 事態の な

か で接続問題 が登場 した とい うこ とに ほ か な ら

な い
。

　大学 ・短大進学率 （以下、大学進学率）は こ

の 10年間に 12〜13％上昇 し て 50％に近 づ き、

1993 年に は第 2 次ベ ビーブーム の煽 りを うけ

て入学者は 81 万人を記録 した 。 さらに現在で

は少子化に よる大学短大 の 収容力の 過剰 も現実

の もの とな っ て い る。大学進学率が急激に 上昇

すればあ とか ら必ず学力低下問題 が 生 じ る 。 今

回もそ の 例外ではない 。それ どこ ろか 、い まま

で に増して深刻なの は、高校教育の 多様化 と学

力選抜の後退 が同時進行 して い るため で ある。

進学率がある レ ベ ル をこ え、層の 厚 い 中間学力

層が参入す る段階で は 、 学力選抜 の 諳賜1亅性能は

確実に低下す る。「一点刻み 」に選抜を しよ うに

もできなくなるの で ある。 理念的な改革論 の レ

ベ ル で はなく、現場の 問題 と して選抜が困難に

な り多様な側 面 か らの評価が必要になる 。

　入 試 の 多様 化 は 臨 時教 育審 議 会 の 答 申

　（1984）に もバ ッ クア ッ プ され て 1980 年代後

半に全国に普及 し た。しか し、い まふ り返 っ て

みれば、大半の 大学は学力選抜の 補完に向かわ

ず、学力選抜の 軽量化 に 突き進 ん だ。少子化に

備えて志願者集めを仕掛ける好機 と認識 された

ためで あろ う。 人気取 り的な入試が増え、入学

後の教育とも対応 の つ か ない 多様化が増加 した 。

2 ．細分化 の 進む高校の 受験シ フ ト

　ー
部の 難関大学をのぞけば、こ の数年受験競

争の緩和が急速に進んで い る 。
2000 年度入試 で

は私大の 3 割で 、短大 で は 6 割で定員割れが生

じた と報告され て い る。その
一

方 で 、高校教育

の 受験シ フ トは広 が りっ づ け て い る。 多少、奇

異な感 じが しない で は ない が 、 受験競争の 緩和

と受験 シ フ トの 拡大 は矛 盾する こ とはない 。大

学進学者が増え進 学率が上昇しつ づ ければ、受

験シ フ トも広が りをます。進学の 上位校で あれ

下位校で あれ 、高校教育の 多様化が許容で きる

範囲で受験シ フ トは浸透する。 勿論、専門高校

も例外で はない 。

　筆者らの グノL・・一・プが行っ た調査 によれ ば、か

っ て 非進学校で あっ た高校で コ
ー

ス ・類型制の

導入が著 しい。高校入学段階か ら進学希望者を

囲 い 込み、細分化 した進学ク ラ ス で受験学習を

徹底 させ る。進学率の高い 高校 よりも低 い 高校

で教科科目の 選択幅は少なく、教育課程の枠 も

固い。生徒個人が選択で きる余地 は平均 して受

験科目を中心に 12 単位前後で あるか ら、 下位

の 高校で は もっ と限 られたもの となろ う。 教育

課程の 多様化とい っ て も、い っ たん コ
ー

ス ・類

型 を選 択して しまえば、それ以上 の選択 の 余地

はほ とん どない の で ある。

　学科試験 へ の過度 の 依存を改めるとい う名 目

で は じめられた推薦入学も、い まや大学入学者

の 3 割を こ え 17 万 人に達す る。さらに 特 別選

抜に は新手 の AO 入試 も加わ ろ うとして い る。
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規模的に みれば もはや例外的な入学ル
ー

トとは

い えない。は じ め か ら推薦入学を目当てに進学

準備をする受験生も少なくない
。 残念な こ とは 、

特別選抜の普及 が、受験シ フ トの 現状を見る限

り、 高校教育の 改善に結びつ い て い るとはみえ

ない こ とである 。 高校と大学、そ して 受験生個

人に どの よ うな影響を与えるか 、特別選抜の あ

り方 も十分な検討の すえ に導入 が図 られ な け れ

ば い けな い 。 受験の 弊害をもた らすの は学科試

験ばか りで は ない の で あ る。

転 じ、98 年に は 全 国で 100 大学を こ えた （文

部省調査〉。補習授業の 実施も改善努力の
一
環に

違い ない が、補習が高校科 目の 再履修 に終始 し

て い る限りは解決に向か っ て い るとは言い がた

い。筆者 らが行 っ た調査にお い て も、大学で学

習困難に陥る者は該当科目の未履修者だけでは

なか っ た 。 半分は高校でそれを履修 してお り、

さらに 受験科 目に選んだ者も少なくなか っ た。

高校教育と大学教育との接続の本質が問われる

問題 で ある。

3 ．ア ドミ ッ シ ョ ン ・ポ リシーと大学教育

　 「ア ドミ ソ シ ョ ン ・ポ リシ
ー

を明確にすべ し」

とは昨年暮に答 申された中央教育審議会の提案

の
一

つ で ある。大学 ・学部等が望む学生 の イメ

ージを明確に し、それ に適合した入学者選抜を

実施せ よ、と要望 して い る。 もっ ともな提案で

ある。ただ、望ま しい学生像とい うの はそれ ほ

ど多様で あるの か とい う疑問がまず湧い て くる。

学部や専門に よ っ て多少の 違い はある として も、

それほ どた い した違い で は な い だ ろ う。 だ とす

れば、ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ポ リシ
ー

を こ とさら強

調する意味は どこ に あ る の か 、真意を計 りかね

る。結局 の と こ ろ 、大学 ・学部 の 教育 目標 、教

育課程 と矛盾 しない入学者選抜を実施するとい

う以上の 理由は見出し難い の で は ない か。

　少子化が進み 、学生集めが厳 しくなっ た昨今

の状況 では 、 望 む通 りの 入試をやれ る大学は少

ない 。志願者集 めを考えれ ば入試の 振れ幅は明

らかに限られ て い る。工夫 の 余地があるとすれ

ば、入試よ りも学生たちが大学へ 入 っ て きたあ

との 教育が問題 で あろ う。現実に入 っ て くる学

生の 資質、学力を十分に 見定めた うえで教育の

中身、方法を詰め て い かな くてはな らな い 。

　大学で の補習教育に注 目が集ま っ て きた の は

入試科 目の 削減傾向が顕著に な っ た 1980 年代

の おわ り頃か らで ある。1991 年に 大綱化 され た

大学設置基準は教養的教育 の しばりを解消 し、

学部
一

頁教育の 体制 に向けて、大学 へ の導入教

育もい ろい ろな ア プ ロ
ー

チ が可能になっ た。改

善の努力 は 進 ん で い るとい えるが、補習教育に

つ い て い えば、改善よ りも需要がそれ を上回 っ

て い るよ うに み え る。補習授業の 導入は 95 年

あた りで い っ たん減少 したもの の 、再び増加 に

4 ．新 しい 接続 、 新しい学校シ ス テ ム の模索

　接続問題 として 当面問われ て い る の は 、大学

進学がユ ニ バ ー
サル 化するなかで 、ど うや っ て

進学者 の 学習意欲を高め、必要な準備学力を身

にっ けた学生 を育て るこ とが で きるか であろ う。

しか し、学校シ ス テ ム の量的構造が大き くかわ

り、生涯学習化も進んで い るなか で 、今 日、要

請 されて い る問題はそれだけに とどま らない
。

教育内容、方法に 関して 、初等中等教育、そ し

て高等教育まで を貫 く、教育シ ス テ ム 全体の 見

直しが 必 要とされ て い る。そ して 同時に、それ

ぞれ の教育段階に固有の特性、すなわち発達段

階 に 見合 っ た完結性 がそ こ に 求め られ て もい る。

その 意味 で、「高校 と大学 との接続」は ト
ー

タル

な教育改革の 入 り口 に位置する問題で あ り、同

時に全体シ ス テ ム の 見直しが進まなければ解決

の つ か ない問題で もある。すで に高校教育の ユ

ニ バ ーサル 化は行き着く上限に達 して い る。中

学 ・高校の接続の意味は当然、高校 と大学の場

合とは違 うに して も、は た して 中学 と高校の 「接

続」 は成功 して い るの か、改め て検討の 余地が

ある。
ユ ニ バ ー

サ ル 化 の 先例と して 、また大学

進学まで の貴重な段階の ひ とつ と し て義務教育

か ら後期中等教育 へ の 「接続」は検討に値する 。

高校 と大学の 接続問題 も、じっ は こ の あた りか

らス タ
ー

トし、固め直してい く必要が あろう。
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